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も地域によって最大で10倍の開きがあ
ります。また、他の商品と比較すると
水道水は圧倒的に安価で、単価はボト
ルウオーターの1000分１にすぎませ
ん。トラックによる運送費と比較して
も40分の１しかないので、運んでも採
算が取れないことは明らかで、現地調
達するしかありません。
　第２章では、農業、工業、生活に用い
られる資源としての側面が扱われてい
ます。私たちは日本が「水の豊かな国」
だと思っています。確かに、平均降水
量は世界平均の２倍あり、雨の多い国
であることは間違いありません。しか
し、降水量が多いことと水をたくさん
使えるということは同義ではありませ
ん。日本人が「安心して水が飲め」、「い
つでも豊富に水が使える」生活を送る
ことができるのは、そのためのインフ
ラが整備されてきたからです。「16．水
を蓄えて使う」では、日本全国にダムが
万遍なく建設されていることや、それ
でも一人当たりのダム貯水総量は米国
の46分の１、水が少ないと言われてい
る中国と比べても５分の１しかないこ
とが示されています。
　第３章では水の恐ろしさと、それに
立ち向かってきた先人たちの努力を伺
うことができます。東日本大震災では
犠牲者の９割が津波による溺死でした。
けれども、洪水による犠牲者は近年で
は年間十人単位にまで減っています。
1959年の伊勢湾台風で5000人を超え
る人が亡くなったことを思えば、激減
したと言えます。その背景には、防災
工事が営々と続けられてきた実績があ
るのです。税金の無駄と批判を浴びる
ことの多い公共工事ですが、このよう
な目に見えにくい効果も考慮しなけれ
ばいけません。
　これまで、初心者向けの水文学の入
門書は殆んどありませんでした。1982
年に沖教授の先生だった高橋裕東大名
誉教授が書かれた『水の話Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ』
（技報堂出版）があるくらいです。絶版
になっているようなので、私はこの３
部作を古書店で入手しました。水文学
があまりにも幅が広すぎて、全体像の
俯瞰が難しかったということが、入門
書があまり出なかった理由ではなかっ
たかと思います。けれども、これから
世界各地で水に困る人が増加すると予
測されています。水はさらに重要な環
境問題となり、多くの人が水文学を知
る必要があると言えます。
　パラパラと本書の地図やグラフを
眺めるだけで、日本の水についての知
識が広がります。参考資料には多数の
参考文献が並べてありますので、そこ
から知見を深めてゆくこともできます。
世界の水問題に目を向けたいのであれ
ば、監修者の沖教授自身が昨年著した
『水危機ほんとうの話』（新潮選書）へと
読み進めて行けば良いでしょう。こち
らも、久しぶりに出された水文学の入
門書です。
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